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1.本誌は､物性の研究を共同で促進するため､研究者がその研究 ･意見を自由に発表し

討論しあい､また､研究に関連した情報を交換しあうことを目的として､毎月1回編

集 ･刊行されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議などの報告､講義ノー

ト､研究に関連した諸問題についての意見などです｡

2.本誌に投稿された論文にらいては､原則として審査は行いません｡ 但し､編集委員会

で本誌への掲載が不適当と判断された場合には､改訂を求めること､または掲載をお

断りすることがあります｡

3.物性研究に掲載される論文の著作権は､物性研究刊行会に帰属することとします｡

4.本誌の論文を欧文の論文中で引用される時には､BusseiKenkyu(Kyoto)73(1999),1.
のように引用して下さい｡

[原稿作成要領]

1.原稿は､原則として日本語に限ります｡

2.投稿原稿は2部提印して下さい｡但し､研究会報告は1部で結構です0

3.別刷を希望の場合は､投稿の際に､50部以上10部単位で､注文部数 ･別刷送付先 ･請

求先を明記の上､お申し込み下きい｡別刷代金については､刊行会までお問い合わせ

下さい｡

4.ワープロ原稿を歓迎します｡原則として写真製版でそのまま印刷されますので､以下

の点に注意して原稿を作成して下さい｡

1)用紙はA4を縦に使用｡(印刷はB5になります｡縮小率86%)

2)マージンは､上下各約3cm､左右冬約2･56m｡1ページに本文34行､ 1行に全角
文字で42字程度にして下さい｡

′3)第1ページは､タイトルはセンタリング､所属 ･氏名は右寄せにして､本文と

の間に受理日を入れるJので､余白を少しあけて下さい｡

4)図や表は､本文中の該当箇所に貼 り込み､図の下にキャプションを付けて下さ

い ｡

5)体裁については､上記は一応の目安ですので､多少の違いがあってもかまいま

せん｡

5.手書き原稿の場合の原稿作成要領については､刊行会までお問い合わせ下さい｡

6.顧究会報告の作成要領については､物性研究ホームページをご覧いただくか､刊行会

までお問い合わせ下さい｡

千606-8502 京都市左京区北白川追分町

京都大学 湯川記念館内

物 性研 究刊 行 会

Tel.(075)722 -3 540,753-7051

Fax.㌔(075)722-6339･

E-mailbusseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp

URL http:〝www2.yukawa.kyoto-u.ac.jp/～busseied/



編 集 後 記

大学近くの清酒なカフェレストランにて､同僚と談笑のひととき｡話題は同僚

が近々購入を考えている新車の話に｡今､買えば10年近くは乗ることになるであろ

う｡ふとそのとき､10年後には､自動車事情は今と大きく変化しているのでは､と

いう考えが浮かぶ｡

21世紀が明けて､早2カ月｡20世紀が大量消費の時代であったのに対して､今

世紀では再生型､すなわち環境保全指向の産業､社会システムでなければ､次世紀は

無いという認識が浸透してきている｡自動車産業においても､20年以内には､環境

に優しい燃料電池を動力源とする車 (いわゆるFCEV)が主流になると考えて､各

社が開発にしのぎを削っている｡既に､最高時速140km/時で走るFCEVも実現

されており､数年後には販売される予定である｡このFCEVの開発に重要な役割を

演じているのは､水素を安全な形で貯蔵する技術であり､特に水素吸収金属が､有

力な貯蔵庫の一つと言われている.この水素吸収 (貯蔵)金属､中には十分低温で

超伝導になるものもあるらしい｡特に水素を吸収した状態ではじめて超伝導を示す

ようで､物性物理の基礎研究という観点からも面白い｡勿論､転移温度は､まだま

だ低いので､それ自体がすぐに実用と結び付くというものでは無いかもしれないが､

燃料電池の縮小化､軽量化が重要な課題であるだけに､例えば､もし､水素貯蔵庫

の金属がそのまま､無抵抗の送電線にもなったら､などと､色々とイマジネーション

がふくらむ (馬鹿な考えであろうが)0

｢環境との共生｣という難しい課題が､技術の問題だけで解決するとは思わな

いが､しかし､やはり､今世紀において科学技術が果たさねばならない重要な役割

があるとすれば､･これもその一つであろう｡

｢雪の結晶｣の研究で有名な中谷宇吉郎は､もともと､東北方面等の雪国におけ
る豪雪災害を防ぐためには､まず､雪の性質を詳しく知らねばならない､と考えて､

あの人口雪の美しい仕事に取り組みはじめたそうである｡目先の実用だけを考えて､

学問としての深みが無い研究なら､ありふれているが､中谷のように､社会の要請

から問題を見出して､それを普遍的な価値のあるテーマに押し上げていく姿勢には､

全く感服させられる｡物性物理という学問は､本来､我々に身近な問題や現象から

テーマを見出すことを得意としている分野だと思う｡遠い未来を見据えながら､前

掲のような課題に対して何ができるのかを､今一度じっくりと考えていきたい｡

さてさて､冒頭に登場した同僚君､どうやらH社製､3000cc-V6エンジン搭載

の高級車に決めたようである｡ちょっと環境保全とは逆行しているような気もする

が､これも､また､流行りである｡私も機会があれば､便乗させてもらうとしよう｡

(S.F.)

-1204-
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会員規定

個人会員

1.会 費 :

当会の会費は前納制になっています｡したがって､3月未までに

次年度分の会費をお振込み下さい｡

年会費 9,600円
1stVolume(4月号-9月号)
2ndVolume(10月号-3月号)

振替用紙は毎年 2月号にとじ込んであります｡振替用紙が必要な

場合は､下記までご請求下さい｡郵便局の用紙でも結構です｡逮

信欄に送金内容を必ず明記 して下さい｡

郵便振替口座 京都 01010-6-5312
2.送本中止の場合 :
送本の中止は年度の切れ目しかできません｡次の年度より送本

中止を希望される場合､できるだけ早めにご連絡下さい｡中止の

連絡のない限 り､送本は自動的に継続されますのでご注意下さ

い｡
3.送本先変更の場合 :

住所､勤務先の変更などにより､送本先がかわる場合は､すぐに

ご連絡下さい｡

4.会費滞納の場合 :

正当な理由なく1年以上の会費を滞納された場合は､送本を停止

することがありますので､ご注意下さい｡

機関会員

1.会 費 :

学校､研究所等の入会､及び個人でも公費払いのときは機関会負

とみなし､年会費 19,200円です｡学校､研究所の会費の支払い
は､後払いでも結構です｡申し込み時に､支払いに書類 (請求､

見積､納品書)が各何通必要かをお知らせ下さい｡当会の請求書

類で支払いができない場合は､貴校､貴研究所の請求書類をご逮

付下さい｡

2.送本中止の場合 :

送本の中止は年度の切れ目しかできません｡次の年度より送本

中止を希望される場合､できるだけ早めにご連絡下さい｡中止の

連絡のない限り､送本は自動的に継続されますのでご注意下さ

い｡

雑誌未着の場合 :発行日より6ケ月以内に下冨己までご連絡下さい｡

物 性 研 究 刊 行 会

〒606-8502京都市左京区北白川追分町 京都大学湯川記念館内

電話 (075)722-3540,753-7051
FAX(075)722-6339
E-mailbusseied@yukawa.kyoto-u.ac.jp
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